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日 本 図 書 館 情 報 学 会 会 報  
No. 197                    2024 年 5 月  

 
日本図書館情報学会事務局（編集：総務委員会）  
〒252-0383  神奈川県相模原市南区文京 2-1-1 
相模女子大学 金井喜一郎研究室内  
（事務局業務に関する問合せ先） 

(株)ガリレオ 学会業務情報化センター内  日本図書館情報学会  
E-mail：office@jslis.jp  学会ウェブページ：http:/ /www.jslis.jp/ 

ゆうちょ銀行  口座番号＝00160-5-0045759  口座名義＝日本図書館情報学会 
ゆうちょ銀行019店  口座番号＝当座0045759  口座名義＝日本図書館情報学会 

 

 2024 年度日本図書館情報学会春季研究集会のご案内  
 
会員各位 

会長 岸田和明 
 
 2024 年度春季研究集会を京都橘大学において，下記の要領で開催いたします。会員のみなさまにお

かれましてはふるってご参加ください。参加を希望される方は，学会ウェブサイトから所定の期日まで

にお申し込みください。 
 

記 
 
主  催： 日本図書館情報学会 
日  時： 2024 年 6 月 15 日（土）10:00～17:05 
会  場： 京都橘大学 アカデミックリンクス 

〒607-8175 京都市山科区大宅山田町 34 
https://www.tachibana-u.ac.jp/about/campus/access.html 

アクセス： JR 琵琶湖線「山科駅」より京阪バス「京都橘大学」行で約 16 分 
京都市営地下鉄東西線「椥辻駅」より徒歩約 15 分 
「京都駅」「山科駅」より臨時便のバスを次のとおり運行します。なお，臨時便は《貸し切

り》ではなく，《乗り合い》で，他の一般乗客も乗降いたしますのでご承知おきください。 
【往路】 
「京都駅八条口」発 9 時 00 分，9 時 10 分，9 時 20 分 （所要時間約 26 分） 
「山科駅」発 9 時 10 分，9 時 20 分，9 時 30 分（所要時間約 18 分） 
【復路】 
「京都駅八条口」行 17 時 20 分，17 時 30 分，17 時 40 分 
「山科駅」行 17 時 20 分，17 時 30 分，17 時 40 分 



- 2 - 
 

参 加 費： 正会員・学生会員 無料，非会員 3,000 円 
申込締切： 2023 年 6 月 9 日（日） 
申 込 先： 学会ウェブサイト（http://jslis.jp/）からリンクを辿り，申込フォームにアクセスしてくだ

さい。なお，発表者も必ず申し込んでください。 
 
備 考： 
（１）宿泊については，会場校での斡旋は行いません。各自でご手配ください。 
（２）アカデミックリンクス 1 階のコンビニエンスストアは，11 時から 13 時 30 分まで営業していま

す。 
（３）学食（響友館 2 階：会場から徒歩 2 分程度）は，11 時 15 分から 13 時 15 分まで営業していま

す。なお，大学近辺に飲食店等はありません。 
（４）会場の教室は飲食可ですが，ゴミはお持ち帰りいただきます。 
 
  ＊キャンパスマップ 
    https://www.tachibana-u.ac.jp/about/campus/campus.html 
 
開催時の状況に応じて，適宜以下のような新型コロナウイルス感染症対策を講じる予定です。 
・個人の選択を尊重しつつ，その場に応じたマスクの着用やせきエチケットのお願い 
・3密を避けるための大教室の利用と換気時間の設定 
・手指消毒用の薬剤の準備 
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2024年度春季研究集会（京都橘大学）プログラム

10:00～10:20

第1会場（H301教室） 第2会場 （H302教室）

10:20～10:50

*岩﨑千裕(なし), 西浦ミナ子(同志社大学), 原田隆史

(同志社大学)　オンラインシラバスと大学図書館

OPACとの連携に関する調査

尾松謙一(大阪城南女子短期大学)　四国地区の県立

図書館におけるインターネット上での図書館経営情

報の開示の現状と課題

10:55～11:25

*佐藤正範(北海道教育大学), 三浦啓子(北海道教育大

学), 佐藤正直(北海道教育大学), 中嶋英人(大日本印

刷株式会社), 秦幸嗣(大日本印刷株式会社), 小林新菜

(大日本印刷株式会社), 松山麻珠(大日本印刷株式会

社)　公共図書館における学びのサードプレイス構

築の検証と評価 : 図書館内のS TEAM教育プログラ

ム参加者の行動シーケンスの分析を中心として

佐藤聡子(筑波大学大学院)　地方自治体の総合計画

における図書館の記述 : 「市」の総合計画を対象と

して

11:30～12:00

*川島美奈(広島県立福山北特別支援学校), 三輪眞木

子(放送大学)　知的障害特別支援学校の学校図書館

利用における児童生徒の情報行動の要因と求められ

る支援 : 生涯学習に公共図書館を利用するための支

援

松本直樹(慶應義塾大学), 安形輝(亜細亜大学), 大谷

康晴(青山学院大学)　関東地方の教育委員会議事録

にみる公立図書館の位置づけ

12:05～12:35

*松井健人(東洋大学)　ヴァイマル期のドイツ東部国

境図書館における図書館活動と教育理念 : F・シュ

リーヴァー、W・シュスターに着目して

岡野裕行(皇學館大学), 長澤多代(三重大学)　新図書

館を考えるための市民活動団体のメンバーによる情

報の獲得

13:30～14:00

前田稔(東京学芸大学)　ハワイの図書館・読書教育

: 文化的・言語的差異から日本における学校図書館

活用を展望する

岸田和明(慶應義塾大学), 門脇夏紀(駿河台大学)　件

名の自動付与のためのBERTに基づくマルチラベル

分類の方法 : アルゴリズム適応法と問題変形法の比

較実験

14:05～14:35

和気尚美(慶應義塾大学)　公共図書館におけるメイ

カースペースの運営体制 : フィンランド・エスポー

市を対象に

谷口祥一(元慶應義塾大学)　ChatGPTによるRDA

MARC21書誌レコードの作成と評価

14:40～15:10
坂下直子(神戸女子大学)　佐野友三郎の『師範学校

教程図書館管理要項』に関する一考察

橋詰秋子(実践女子大学), 塩崎亮(聖学院大学), 根本

彰(東京大学)　専門知の参照体系を形づくる過程の

省察 : 『図書館情報学事典』巻末索引を例として

15:25～15:55
薬袋秀樹(元筑波大学)　裏田武夫・小川剛編『図書

館法成立史資料』の意義

高木真美(釧路短期大学), 三輪眞木子(放送大学)　公

共図書館における書架分類の役割

16:00～16:30
宮原志津子(相模女子大学)　公共図書館における図

書館実習受け入れの現状と課題

吉井潤(都留文科大学)　外部の専門家による蔵書評

価 : 循環器内科医による医学関係一般図書の評価

16:35～17:05

河村俊太郎(東京大学), 浅石卓真(南山大学), 朱心茹

(東京工業大学)　司書課程の履修における動機づけ

スタイルの類型とその特徴

安形輝(亜細亜大学), 大場博幸(日本大学), 大谷康晴

(青山学院大学),  池内淳(筑波大学)　絶版・回収措

置等となった本の類型化

・氏名前の＊は優秀発表奨励賞授与候補者（自己申告による若手研究者）です。同賞選考委員会が審査し，受賞者を選出します。

・このプログラムは暫定版であり，発表論文の提出をもって確定します。

・所属は，教職員（常勤／非常勤）・学部生は「機関名」（「大学名」），院生は「大学院名（「〇〇大学大学院」）としました。

・会場として使用する教室は変更の可能性があります。

換気・消毒

休憩（15分）

換気・消毒

換気・消毒

開会式　第1会場（アカデミックリンクス 3階 H301教室）

換気・消毒

換気・消毒

換気・消毒

昼休憩

換気・消毒
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 第 72 回（2024 年度）研究大会開催について  
 

研究委員会 
 
 第 72 回日本図書館情報学会研究大会は，筑波大学筑波キャンパス春日エリア（茨城県つくば市）に

おいて，2024 年 9 月 28 日（土），29 日（日）に開催されます。2 日目午後に「図書館情報学における

初期キャリア研究者：課題と支援を考える」（仮題）をテーマに，一般公開にてシンポジウムを開催しま

す。会員の皆様におかれましては参加をご予定ください。 
 

 能登半島地震に関連して  
 
 2024 年 1 月 1 日に起きた能登半島地震において，被災された皆さまに対し，心よりお見舞い申し上

げます。 
 常任理事会では，被災された正会員・学生会員の方の本年度年会費を補助する措置をとることとしま

した。該当される会員の方は，6 月末日までに事務局宛にメールもしくは郵送にてご連絡ください（会

費振込はせず，事務局からの返信をお待ちください）。 （常任理事会） 
 

 
 学会賞・論文賞・奨励賞候補の推薦募集  

 
学会賞選考委員会 

 
2024 年度の日本図書館情報学会賞，論文賞，奨励賞の候補に関する推薦を下記のとおり，募集いた

します。自薦・他薦を問いません。多くの会員からの候補の推薦をお待ちしております。 
 

記 
 

1. 賞の種類 
(1) 日本図書館情報学会賞 
(2) 日本図書館情報学会論文賞 
(3) 日本図書館情報学会奨励賞 

 
2. 選考対象 

(1) 日本図書館情報学会賞：本学会の正会員 
(2) 日本図書館情報学会論文賞：本学会の正会員・学生会員が筆頭著者である論文 
(3) 日本図書館情報学会奨励賞：本学会の正会員・学生会員（若手研究者） 

 
3. 選考対象業績 
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(1) 日本図書館情報学会賞：正会員によって 2022 年度もしくは 2023 年度（2022 年 4 月 1 日～

2024 年 3 月 31 日）に日本語もしくは英語で発表された単著の図書 
(2) 日本図書館情報学会論文賞：『日本図書館情報学会誌』第 69巻第 2 号から第 70巻第 1 号までに

収載された，本学会正会員もしくは学生会員が筆頭著者である論文 
(3) 日本図書館情報学会奨励賞 

a. 『日本図書館情報学会誌』第 69巻第 2 号から第 70巻第 1 号までに収載された，本学会 
正会員もしくは学生会員による単著論文 
b.  その他の研究業績については，本学会正会員により推薦されたもの 

 
4. 選考 
学会賞選考委員会において学会賞選考委員会内規に基づき審査し，常任理事会および理事会の承認

を得て決定する。 
 
［学会賞選考委員会内規の選考基準の部分の抜粋］ 
 

(1) 学会賞選考基準 
学会賞の対象となる業績は以下の基準を満たしていること。 

1) 単行書として刊行された日本語もしくは英語の学術図書であること 
2) 単著であること 
3) 図書館情報学分野を対象とし，一定の学術的体系性をもつ研究成果であること 
4) 図書館情報学分野においてオリジナリティのある研究成果であること 

(2) 論文賞選考基準 
論文賞の対象となる業績は以下の基準を満たしていること。 

1) 日本図書館情報学会誌の当該年度の対象の号に掲載された優れた論文であること 
2) テーマの設定，提示された成果にオリジナリティがあること 
3) 論文の内容，構成，表現について，論文としての完成度が高いこと 

(3) 奨励賞選考基準 
奨励賞の対象となる業績は以下の基準を満たしていること。 

1) 日本図書館情報学会誌の当該年度対象の号に掲載された若手研究者による単著論文であること 
2) 研究テーマの設定が明確で，学術的意義があること 
3) 研究方法，成果の提示に大きな瑕疵がないこと 
4) 今後の研究の発展に期待ができること 

 
5. 授賞 
第 72回（2024 年度）研究大会時に授賞式を行う。 

 
6. 応募・推薦方法 
以下の事項を記載した用紙（所定の書式はないが，A4 判横書きが望ましい）を 6 月 28 日（金）

までに必着で電子メールないしは郵送にて送付すること。なお，推薦者の氏名は非公開とするが，選

考過程を報告する際に，推薦理由等については一定程度言及することがあり得る。 
a. 著者名 
b. 著作名（書名，論題名等） 
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c. 出版社／収録雑誌名・巻・号・頁 
d. 推薦者連絡先（メールアドレス明記） 
e. 推薦理由 

 
7. 応募・推薦先 
【郵送】〒101-8301 東京都千代田区神田駿河台 1-1 明治大学司書・司書教諭課程気付 
日本図書館情報学会 学会賞選考委員会 三浦太郎 

【メール】 senkou@jslis.jp（学会賞選考委員会） 
 

（敬称略，順不同） 
 

 委員会・事務局より   
 

J-STAGE上での『日本図書館情報学会誌』の閲覧方法について 
 発行後 1 年以内の『日本図書館情報学会誌』に掲載された論文を J-STAGE 上で閲覧するには，J-
STAGE のウェブサイトにてサインインする必要があります。サインインあたっては，購読者番号とパ

スワードの入力が求められます。購読者番号は学会の会員番号（4 桁の数字）で，パスワードは入会当

初のパスワードになります。会員番号や入会当初のパスワードが不明の場合には，事務局（office@jslis.jp）
までお問い合わせください。 

（事務局） 
 
2024 年度の会費納入について 

2024 年度の会費払込用紙は 6 月号の学会誌に封入予定です。クレジットカードでの支払についても 
6 月号の学会誌発送と同タイミングで可能となります。今しばらくお待ち下さい。 

 
未納会費の納入について 
 2023 年度の会費を未納の方はすみやかに納入してください。2022 年度までの会費を未納の場合は，

2023 年度と合わせてできるだけ早く納入してください。なお，会費を 3 年滞納した会員（学生会員は

2 年）については，その年度末（3 月 31 日）に会員資格停止の手続きを行います。次年度から会員と

しての権利を失いますのでご注意ください。また，会費を 1 年滞納（当該年度末を超えて滞納）した場

合は，機関誌の配付を一時停止します。 
そのほか，学生会員で 2024 年 4 月以降に所属が変わり正会員へ変更となる方については，判明後，

すみやかに会員種別の変更手続きを行なってください。会費の金額が 2,000 円から 8,000 円に変わりま

す。適正な会費をお支払いいただきますようお願いします。 
 

【振り込み先】 
ゆうちょ銀行  口座番号＝00160-5-0045759  口座名義＝日本図書館情報学会 
ゆうちょ銀行 019店  口座番号＝当座 0045759  口座名義＝日本図書館情報学会  

 なお会費は，下記のサイトへログイン後，クレジットカードによる支払い（もしくは決済）が可能で

す。 
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 https://service.gakkai.ne.jp/society-member/auth/settlement/JSLIS 
 ログイン後，「オンライン決済へ進む」を押していただき，クレジットカード情報をご入力いただき，

「オンライン決済の実行」をクリックすると決済が完了します。どうぞご活用下さい。 
（事務局） 

 
 
会員情報変更・退会および会員情報管理について 
 住所，電話番号，所属先，メールアドレス等の変更については，学会ウェブサイトに掲載されている

ガリレオの会員情報管理システム（SOLTI）から直接変更していただくか，「会員情報変更」のページに

掲載されている「会員情報変更申請書」にご記入いただき，事務局（office@jslis.jp）までメールでお送

りください。 
また会員種別の変更については，（1）正会員から学生会員への変更の場合，当該年度の 4 月 20 日ま

でに事務局に申請する必要があります。それ以降に申請しても，その年度は変更されません。（2）学生

会員から正会員への変更の場合，随時，事務局で申請を受け付けます。ただし，受付の時期によっては，

正会員の権利の行使が制限されることがありますので，ご注意ください。また，受付後に年会費の差額

を申し受けます。 
 なお，退会については特に書式はありませんので，電子メールにて，退会理由を併記のうえ，事務局

（office@jslis.jp）までご連絡ください。毎年 3 月 20 日までにお申し出がない場合，翌年度末での退会

となり，1 年分の会費請求が発生しますのでご注意下さい。 
（事務局） 

 

 学会受領資料    
 
紙幅の都合により，図書のみ記載しております。（編著者名の五十音順） 
 
l 青木玲子, 赤瀬美穂 著『女性と図書館：ジェンダー視点から見る過去・現在・未来』日外アソシエ

ーツ，2024 
l 共同研究グループ PICNIC 編著『図書館のマンガを研究する: 図書館情報学サイエンスカフェ講演

録』日本図書館協会，2024 
 
会員の皆さまが図書館情報学関係の著作を刊行された際には，可能であれば事務局（相模女子大学金

井研究室）まで 1 部お送りいただければ幸いです。書評対象文献の選定ならびに学会賞選考の際の参

考とさせていただきます。 
（事務局） 

  


